
被
用
者
年
金
と
は
、

公
的
年
金
の
う
ち
、

民
間
企
業
の
従
業
員

や
官
公
庁
の
公
務
員

な
ど
の
労
働
者
が
加

入
す
る
年
金
の
こ
と

で
す
。
厚
生
年
金
保

険
、
国
家
公
務
員
共

済
、
地
方
公
務
員
共

済
、
私
立
学
校
教
職

員
共
済
が
あ
り
ま
す
。

被
用
者
年
金
一
元

化
は
、
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
に
関

連
し
た
年
金
制
度
の

改
正
の
一
つ
で
、
共

済
と
厚
生
年
金
の
負

担
や
給
付
の
仕
組
み

を
統
一
す
る
こ
と
で

す
。平

成
二
十
七
年
十

月
一
日
に
被
用
者
年

金
一
元
化
法
が
施
行

さ
れ
、
一
元
化
が
始

ま
り
ま
し
た
。

被
用
者
年
金
制
度
全
体
の
公
平

性
と
安
定
性
確
保
の
観
点
か
ら
、

公
務
員
・
私
学
教
職
員
（
共
済
）

の
保
険
料
率
や
給
付
の
内
容
を
民

間
企
業
勤
務
者
（
厚
生
年
金
）
に

合
わ
せ
る
方
向
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
被
用
者
年
金
一
元
化
に

よ
り
年
金
制
度
が
ど
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
た
の
か
、
複
数
回
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
。

①

受
付
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス原

則
、
年
金
請
求
書
手
続
き
先

や
届
出
書
提
出
先
が
一
本
化
さ
れ

ま
し
た
。

統
一
後
の
厚
生
年
金
に
関
す
る

届
書
等
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
日
本
年
金
機
構
（
年

金
事
務
所
）
ま
た
は
各
共
済
組
合

等
の
実
施
機
関
の
ど
の
窓
口
で
も

受
付
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
給
付
の
届
書
等

の
一
部
や
統
一
前
に
権
利
が
発
生

し
た
共
済
年
金
に
関
す
る
各
種
届

書
等
は
、
従
来
ど
お
り
各
共
済
組

合
等
が
受
付
し
て
い
ま
す
。

②

添
付
書
類
の
一
部
不
要

こ
れ
ま
で
は
、
年
金
請
求
手
続

き
を
行
う
際
に
、
請
求
す
る
年
金

制
度
以
外
の
年
金
制
度
の
加
入
期

間
や
年
金
の
受
給
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
と
し
て
、
「
年
金
加
入
期

間
確
認
通
知
書
」
や
「
年
金
証
書
」

等
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
原

則
と
し
て
添
付
が
不
要
に
な
り
ま

し
た
。

③

年
金
の
支
払
い
に
関
す
る
決

定
・
支
払
は
変
更
な
し

④

相
談
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

原
則
、
共
済
組
合
等
の
加
入
期

間
が
あ
る
方
で
、
統
一
後
に
厚
生

年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
す
る

被
保
険
者
と
受
給
者
は
、
統
一
後

の
厚
生
年
金
に
関
す
る
相
談
を
共

済
組
合
等
の
ほ
か
、
日
本
年
金
機

構
（
年
金
事
務
所
）
の
窓
口
で
相

談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
年
金
受
給
見
込
額
や

年
金
額
の
決
定
、
改
定
に
至
っ
た

経
緯
等
を
確
認
す
る
場
合
は
、
決

定
・
処
分
を
行
っ

た
各
共
済
組
合

等
に
直
接
照
会

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
傷
病
手
当

金
と
出
産
手
当
金
の
支
給
金
額

計
算
方
法
が
、
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
】

一
日
あ
た
り
の
金
額

休
ん
だ
日
の
標
準
報
酬
月
額

÷

三
〇
日

×

２
／
３

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
】

一
日
あ
た
り
の
金
額
：

支
給
開
始
日
以
前
の
継
続
し

た
十
二
か
月
間
の
各
月
の
標
準

報
酬
月
額
を
平
均
し
た
金
額
÷

三
〇
日

×

２
／
３

こ
こ
で
い
う
『
支
給
開
始
日
』

と
は
、
最
初
に
傷
病
手
当
金
や

出
産
手
当
金
が
支
給
さ
れ
た
日

の
こ
と
で
す
。

支
給
開
始
日
以
前
の
期
間
が

十
二
か
月
に
満
た
な
い
場
合
は
、

次
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

を
あ
て
は
め
て
計
算
し
ま
す
。

・
支
給
開
始
日
の
属
す
る
月
以

前
の
継
続
し
た
各
月
の
標
準
報

酬
月
額
の
平
均
額

・
二
十
八
万
円

平
均
を
算
出
す
る
際
に
用
い

る
期
間
に
、
転
職
等
で
勤
務
先

が
異
な
る
場
合
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

・
転
職
前
に
も
協
会
け
ん
ぽ
に

加
入
し
て
い
て
、
離
職
期
間
が

一
か
月
以
内
で
あ
れ
ば
転
職
前

後
の
標
準
報
酬
月
額
が
通
算
さ

れ
ま
す
。

・
月
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職

し
た
場
合
、
再
就
職
で
の
標
準

報
酬
月
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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被
用
者
年
金

一
元
化
っ
て
な
に
？

改
正
点
そ
の
四

現
在
、
脳
・
心
臓
疾
患
や
精

神
疾
患
、
悪
性
腫
瘍
等
継
続
治

療
を
必
要
と
す
る
疾
病
を
抱
え

な
が
ら
就
労
す
る
労
働
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
予
後
不
良
と
さ
れ
て

き
た
疾
患
の
生
存
率
が
向
上
し
、

治
療
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け

る
こ
と
を
希
望
す
る
労
働
者
の

ニ
ー
ズ
が
高
く
な
り
、
特
に
が

ん
患
者
の
方
の
就
業
継
続
の
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
疾
患
を
抱
え
る
労

働
者
に
働
く
意
欲
や
能
力
が
あ

る
一
方
、
治
療
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
体
制
が
十
分
で
は
な
く
、

就
業
を
継
続
し
た
り
、
休
職
後

に
復
職
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
で
す
。

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
は
、

治
療
が
必
要
な
疾
病
を
抱
え
る

労
働
者
が
業
務
に
よ
っ
て
疾
病

を
増
悪
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
な

い
よ
う
に
、
治
療
に
対
す
る
配

慮
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
関
係
者
の
役
割
、
事
業
場

に
お
け
る
環
境
整
備
、
個
別
の

労
働
者
へ
の
支
援
の
進
め
方
を

含
め
た
取
組
み
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定

し
ま
し
た
。

労
働
者
が
治
療
と
仕
事
を
両

立
す
る
た
め
に
は
、
事
業
主
、

産
業
医
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、

医
療
機
関
、
労
働
者
、
行
政
の

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
と
相
互
の
連

携
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
、

事
業
主
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ａ
）
企
業
の
対
応
：
従
業
員

の
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
、
重
症
化
防
止
、
理
解
の
あ

る
職
場
風
土
の
形
成
、
時
間
単

位
の
有
給
休
暇
制
度
や
短
時
間

勤
務
制
度
な
ど

（
Ｂ
）
必
要
な
支
援
：
柔
軟
な

勤
務
形
態
、
休
暇
・
休
業
制
度

と
利
用
し
や
す
い
職
場
風
土
、

情
報
提
供
、
早
期
発
見
・
重
症

化
予
防
な
ど
の
支
援
な
ど

（
Ｃ
）
期
待
さ
れ
る
取
組
：

が
ん
患
者
と
の
認
識
の
共
有
、

が
ん
患
者
と
主
治
医
、
産
業
医

等
が
連
携

し
た
相
談

支
援
、
従

業
員
に
対

す
る
研
修

の
実
施
な

ど十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

十
五
日
ま
で

○
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付

［
税
務
署
］

三
十
一
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

十
一
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

五
月
二
日

○
預
金
管
理
状
況
報
告
の
提
出

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
四
日
未
満
、
一
月
～
三
月

分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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社
会
保
険
や
雇
用
保
険
に
関

す
る
重
要
改
正
事
項
が
盛
り
込

ま
れ
た
法
律
案
が
、
第
百
九
十

回
国
会
（
常
会
）
に
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
社
会
保
険
被

保
険
者
の
範
囲
拡
大
や
介
護
休

業
給
付
の
給
付
率
の
引
上
げ
も

含
ま
れ
て
い
て
、
成
立
す
る
か

を
注
目
し
て
い
ま
す
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

三
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付

四
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

事
業
主
に期

待
さ
れ
る
こ
と



労
災
給
付
等
の
一
部
変
更
予

定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。
い
ず
れ
も
平

成
二
十
八

年
四
月
一
日
施
行

予
定
で
す
。

一
、
労
災
保
険
法
の
年
金
と
厚

生
年
金
保
険
法
な
ど
の
年
金
を

同
一
の
事
由
に
よ
り
併
給
す
る

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
の
年

金
に
一
定
の
率
を
掛
け
て
調
整

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
労
災
保

険
法
の
「
傷
病
（
補
償
）
年
金
」

と
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
「
障

害
厚
生
年
金
」
の
調
整
率
を
、

現
行
の
0
・
八
六
か
ら
0
・
八

八
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

二
、
労
災
保
険
法
の
「
介
護

（
補
償
）
給
付
」
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
の
「
最
高

限
度
額
」
と
「
最
低
保
障
額
」

を
そ
れ
ぞ
れ
百
二
十

円
か
ら

三
百
八
十
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
（
別
表
参
照
）

ま
た
、
「
炭
鉱
災
害
に
よ
る

一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
の
規
定
に
基
づ

い
て
支
給
さ
れ
て
い
る
介
護
料

に
つ
い
て
も
同
様
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
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常時介護を

要する人

臨時介護を

要する人

最高限度額 最低保証額

104,950 円

（104,570円）

＋380円

57,030 円

（56,790円）

＋240円

52,480 円

（52,290円）

＋190円

28,520 円

（28,400円）

＋120円

常時監視・

介護を要する人

104,950 円

（104,570円）

＋380円

57,030 円

（56,790円）

＋240円

最高限度額 最低保証額

炭鉱災害による一酸化炭素中毒症に関する特別措置法に

基づく介護料 ／ （ ）は現行額

介護（補償）給付 ／ （ ）は現行額

78,710 円

（78,430円）

＋280円

常時監視を要し、

随時介助を要す

る人

常時監視を要する

が、通常は介助を

要しない人

52,480 円

（52,290円）

＋190円

28,520 円

（28,400円）

＋120円

42,770 円

（42,590円）

＋180円

（ 別表 ）

Ｑ
私
は
、
従
業
員
一
〇
名
の
飲
食
店
を
経
営
す
る
事
業
主

で
す
。
当
社
で
は
、
事
務
職
三
名
の
勤
務
時
間
を
毎
日
九

時
か
ら
十
八
時
ま
で
と
し
、
休
憩
時
間
を
十
二
時
か
ら
十
三
時
ま

で
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昼
時
間
も
電
話
が
か
か
る
た
め
、

交
代
で
電
話
当
番
を
置
く
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
当
番
日
は
、
休

憩
時
間
を
十
一
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
と
十
三
時
か
ら
十
三

時
三
十
分
の
二
回
に
分
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
憩
時
間
に
私
用
で
外
出
す
る
際
に
は
、
必
ず
上
司
に

許
可
を
得
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
可

能
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
法
律
（
労
働
基
準
法
第
三
十
四
条
第
一
項
）
で
は
、
休
憩

時
間
は
、
労
働
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
少
な

く
と
も
四
十
五
分
、
八
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
少
な
く
と
も
一

時
間
を
、
労
働
時
間
の
途
中
に
与
え
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
憩
時
間
は
、
単
に
作
業
に
従
事
し
な
い
い
わ
ゆ
る
手

待
時
間
は
含
ま
ず
、
労
働
者
が
労
働
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
保
障
さ

れ
、
自
由
に
利
用
で
き
る
時
間
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
分
割

さ
れ
た
休
憩
時
間
が
ご
く
短
い
場
合
に
は
、
休
憩
時
間
の
自
由
利

用
が
事
実
上
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
か
ら
完
全
に
解
放
さ

れ
て
い
る
と
は
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
尋
ね
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
で
す
が
、
三
十
分
ず
つ
分
割
さ

れ
た
休
憩
時
間
は
、
ご
く
短
い
時
間
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
規
律
保
持
の
た
め
、
休
憩
時
間
の
外
出
を
許
可
制
や
届

出
制
に
す
る
こ
と
は
休
憩
の
目
的
を
損
ね
な
い
限
り
差
し
支
え
な

い
と
、
行
政
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
何
か
特
別
の
理
由
が
な
い
と
許
可
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
届
出
制
で
の
運
用
が
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 休

憩
時
間
の
与
え
方

四
日
以
上
仕
事
を
休
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
災
害
の

発
生
件
数
年
間
約
十
二
万
件
の

う
ち
、
小
売
業
・
社
会
福
祉
施

設
・
飲
食
店
な
ど
の
第
三
次
産

業
が
全
体
の
四
割
以
上
を
占
め
、

年
間
約
五
万
人
以
上
の
人
が
労

働
災
害
で
四
日
以
上
に
わ
た
り

仕
事
を
休
ん
で
い
ま
す
。

従
業
員
に
と
っ
て
安
全
で
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職

場
環
境
は
、
顧
客
や
利
用
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
経
営
者
と
従
業

員
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に

安
全
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

例
え
ば
、
従
業
員
一
人
ひ
と

り
の
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
朝
礼
な
ど
の
場
を
活
用
し

た
ト
ッ
プ
の｢

安
全
・
安
心
職

場
づ
く
り｣

の
表
明
や
、
社
内

誌
・
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
周
知

な
ど
が
効
果
的
で
す
。

職
場
の
安
全
に
つ
い
て
表
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
利
用
し
て
、

再
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
整
理
」
、
「
整
頓
」
、
「
清

掃
」
、
「
清
潔
」
を
日
常
的
な

活
動
と
し
て
行
い
、
労
働
災
害

の
危
険
を
取
り
除
く
こ
と
で
す
。

「
４
Ｓ
活
動
」
は
、
労
働
災
害

防
止
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
の

効
率
化
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

業
務
を
開
始
す
る
前
に
職
場

で
「
そ
の
作
業
で
は
、
ど
ん
な

危
険
（
Ｋ
）
が
潜
ん
で
い
る
か
」

を
話
し
合
い
（
予
知
・
Ｙ
）
、

「
こ
れ
は
危
な
い
」
と
い
う
箇

所
は
対
策
を
決
め
て
、
行
動
目

標
や
指
差
し
呼
称
項
目
を
設
定

し
、
作
業
の
と
き
は
一
人
ひ
と

り
が
「
指
差
し
呼
称
」
に
よ
り

安
全
確
認
し
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
Ｋ
Ｙ
活
動
」
は
、
「
う
っ

か
り
」
、
「
勘
違
い
」
、
「
思

い
込
み
」
に
よ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
意

識
付
け
の
一
つ
で
す
。

職
場
の
危
険
を
従
業
員
全
員

で
共
有
す
る
た
め
に
可
視
化

（
＝
見
え
る
化
）
す
る
こ
と
で

す
。Ｋ

Ｙ
活
動
で
見
つ
け
た
危
険

な
ポ
イ
ン
ト
に
、
ポ
ス
タ
ー
や

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
貼
り
つ
け

る
こ
と
で
、
注
意
を
喚
起
し
ま

す
。

安
全
活
動
を
「
誰
か
が
し
て

く
れ
る
」
の
で
は
な
く
、
全
員

が
何
ら
か
の
形
で
参
加
す
る
こ

と
で
、
労
働
災
害
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
安
全
の
担
当
者
と

し
て
の
「
安
全
推
進
者
」
を
事

業
場
ご
と
に
一
人
以
上
配
置
し
、

安
全
推
進
者
を
中
心
に
安
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

第80号 藤田社会保険労務士事務所だより 平成28年3月15日

3

安
全
・
安
心
を
意
識
す
る

主
な
安
全
活
動

「
４
Ｓ
活
動
」
と
は

「
見
え
る
化
」
と
は

安
全
活
動
の
推
進

チェック項目

職場内で「４Ｓ活動」を実施していますか？

職場内で「ＫＹ活動」を実施していますか？

危険の「見える化」を実施していますか？

従業員への安全教育・研修は行っていますか？

朝礼や夕礼で安全意識の啓発行っていますか？

事業場のトップが安全パトロールを行っていますか？

チェック欄

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

1

2

3

4

5

6

（
表
一
）

「
Ｋ
Ｙ
活
動
」
と
は


